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号
を
大
書
し
、
そ
の
右
下
に
愛
ら
し
い
イ
エ

ネ
ズ
ミ
の
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。
丸
み
を
帯

び
た
イ
エ
ネ
ズ
ミ
の
身
体
は
、
水
分
を
多
く

含
ん
だ
墨
に
よ
る
に
じ
み
を
効
果
的
を
用
い

て
描
か
れ
て
お
り
、
柔
ら
か
な
毛
の
質
感
と

身
体
の
微
妙
な
量
感
を
描
出
し
て
い
ま
す
。

　

鼠
（
特
に
身
体
の
白
い
鼠
）
は
古
く
か
ら

大
黒
天
の
使
い
と
さ
れ
、
信
仰
や
吉
祥
の
画

題
と
し
て
大
黒
天
が
描
か
れ
る
中
で
、
し
ば

し
ば
共
に
描
か
れ
て
き
ま
し
た
。
本
作
も
そ

の
一
例
で
あ
り
、
大
黒
天
そ
の
も
の
の
姿
こ

そ
描
か
れ
ず
、
ま
た
鼠
は
白
い
鼠
で
は
な
い

も
の
の
、
大
黒
天
神
の
尊
号
を
大
黒
そ
の
も

の
と
し
、
鼠
の
姿
を
描
き
加
え
る
こ
と
で
、

大
黒
天
を
祀
る
一
幅
と
し
て
構
築
し
て
い
ま

す
。

　

付
属
し
て
い
る
木
箱
に
は
、
抱
一
の
門
弟

で
あ
る
池
田
孤
邨
（
い
け
だ 

こ
そ
ん 

一
八

〇
三
〜
六
八
）
に
よ
る
箱
書
が
記
さ
れ
て
お

り
、
箱
蓋
の
表
に
は
画
の
内
容
を
示
す
「
摩

迦
大
黒
天
神
尊
号
鼠
書
畫　

権
大
僧
都
抱
一

尊
師
筆
」
（
抱
一
は
寛
政
九
年
に
築
地
本
願

寺
で
剃
髪
得
度
し
て
法
体
と
な
り
、
間
も
な

く
権
大
僧
都
に
遇
せ
ら
れ
て
い
る
）
が
、
蓋

裏
に
は
孤
邨
が
後
年
、
本
作
の
鑑
職
と
箱
書

を
行
っ
た
と
し
て
「
孤
邨
三
信
筌
題
（
白
文

方
印
「
煉
心
窟
」
、
朱
文
方
印
「
三
信
鑒
」
）

の
自
筆
署
名
（
図
２
右
）
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
制
作
背
景
と
し
て
の
「
初
子
日
」

　

大
黒
天
を
祀
る
本
作
で
す
が
、
そ
の
制
作

背
景
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、「
摩

迦
大
黒
天
神
」
の
左
に
記
さ
れ
た
「
文
政
七

甲
申
年
子
ノ
月
子
ノ
日
子
ノ
刻
画
之
抱
一
暉

　

も
く
じ

酒井抱一の描く大黒天神鼠図… 綾瀬・吉田家文書①…P1 P2

根
差
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
郷
土
博
物

館
で
も
展
覧
会
な
ど
で
度
々
触
れ
て
き
ま
し

た
。
姫
路
藩
主
酒
井
家
の
次
男
と
し
て
神
田

小
川
町
に
生
ま
れ
、
江
戸
下
谷
を
拠
点
に
、

書
画
俳
諧
に
精
通
し
て
江
戸
の
文
人
社
会
で

重
き
を
な
し
ま
し
た
。
特
に
尾
形
光
琳
の
画

に
傾
倒
し
、
そ
の
様
式
を
江
戸
で
展
開
し
た

江
戸
琳
派
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。

　

俳
人
・
絵
師
と
し
て
自
身
が
千
住
の
巣
兆

や
坂
川
屋
鯉
隠
ら
と
親
し
ん
だ
だ
け
で
な
く
、

高
弟
の
鈴
木
其
一
も
ま
た
千
住
・
足
立
地
域

の
人
々
と
深
い
親
交
を
持
ち
、
其
一
の
門
人

で
あ
る
村
越
其
栄
と
そ
の
息
子
の
向
栄
が
千

住
河
原
町
で
寺
子
屋
を
営
み
つ
つ
絵
師
と
し

て
活
動
し
て
地
域
に
根
差
す
な
ど
、
足
立
地

域
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
源
流
と
な
っ
た
絵

師
の
一
人
で
す
。

　

こ
の
抱
一
に
よ
る
本
作
《
大
黒
天
神
鼠
図
》

は
、
高
さ
八
六
・
一
㎝
、
幅
三
一
・
三
㎝
の

絹
地
に
墨
の
み
で
書
さ
れ
た
一
作
で
、
中
央

に
大
黒
天
を
奉
る
「
摩
迦
大
黒
天
神
」
の
尊

　

行政文書に見る足立区の水害記録（十）…P3

図１　酒井抱一　《大黒天神鼠図》

絹本墨書墨画 文政 7（1824）年 当館蔵

　

新
元
号
「
令
和
」
を
迎
え
た
二
〇

一
九
年
の
年
越
し
も
迫
り
、
間
も
な

く
令
和
二
年
が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
二
〇
一

九
年
に
収
集
資
料
と
し
て
新
た
に
郷

土
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
、
酒
井

抱
一
筆
《
大
黒
天
神
鼠
図
》（
図
１
）
を
、

新
た
な
年
の
干
支
で
あ
る
「
子
（
ね

　

ず
み
）
」
に
ち
な
む
作
品
と
し
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

■
《
大
黒
天
神
鼠
図
》
の
概
要　

作
者

の
酒
井
抱
一
（
さ
か
い 

ほ
う
い
つ
、

一
七
六
一
〜
一
八
二
八
）
に
つ
い
て
は
、

千
住
の
俳
諧
宗
匠
で
あ
る
建
部
巣
兆

は
じ
め
、
千
住
の
人
々
と
親
交
を
結
び
、

そ
の
画
系
と
絵
画
様
式
が
こ
の
地
に

　

酒
井
抱
一
の
描
く
大
黒
天
神
鼠
図

小
林  
優

〝
ね
ず
み
〞
に
ち
な
む
一
幅
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足 立 史 談

真
（
朱
文
方
印
「
抱
弌
之
印
」
、　

朱
文
方
印

「
文
詮
」
）
」
の
落
款
（
図
２
左
）
で
す
。
こ

こ
に
は
、
抱
一
が
本
作
を
制
作
し
た
年
月
日

に
加
え
、
時
間
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
内
容
か
ら
も
明
白
な
通
り
、
月
日
時
に

至
る
ま
で
徹
底
し
て
「
子
」
に
こ
だ
わ
っ
て

制
作
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て

こ
こ
か
ら
、
本
作
制
作
の
理
由
と
し
て
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
の
が
、
十
一
月
に
大
黒
天

を
祀
る
「
初
子
日
（
は
つ
ね
の
ひ
）
」
な
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
、
市
井
の
人
々
が
子
の
月

（
十
一
月
）
の
初
子
の
日
（
そ
の
月
の
最
初
の

子
の
日
）
子
の
時
（
午
前
零
時
）
に
、
大
黒

天
を
祀
る
行
事
と
し
て
行
っ
た
の
が
、「
初
子

日
」
の
祭
で
し
た
。
こ
の
祭
は
元
来
、
甲
子

の
日
に
黒
豆
を
供
え
て
大
黒
天
を
祀
り
、
燈

心
（
燈
籠
の
芯
）
を
売
り
買
い
す
る
と
い
う

甲
子
祭
（
き
の
え
ね
ま
つ
り
）
が
基
盤
と
な
っ

た
も
の
で
、
子
の
月
（
十
一
月
）
の
最
初
の

子
の
日
＝
初
子
の
日
の
子
の
時
（
午
前
零
時
）

に
供
え
物
を
し
て
大
黒
天
を
祀
る
こ
と
を
重

ん
じ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
後
期
以
降
、
こ
の

祭
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
よ
う
で
、

　
　

　

文
書
群
の
概
要

　

先
般
、
綾
瀬
の
吉
田
康
子
氏
か
ら
古
文
書

群
が
郷
土
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
本

誌
五
九
八
号
（
平
成
二
九
年
十
二
月
）
で
紹

介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
資
料
群
は
康
子

氏
を
は
じ
め
、
ご
子
息
の
吉
田
政
司
氏
ご
夫

妻
の
ご
好
意
か
ら
多
く
の
利
用
に
供
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。

■
文
書
群
の
概
要　

五
九
八
号
で
紹
介
し
た

と
お
り
本
文
書
群
は
個
別
文
書
と
巻
子
装
文

書
に
わ
か
れ
て
お
り
巻
子
装
の
古
文
書
は
現

在
修
復
中
で
あ
る
。
個
別
の
文
書
点
数
は
前

回
、
約
七
〇
〇
点
と
紹
介
し
た
が
、
現
在
の

整
理
結
果
は
七
九
〇
点
を
数
え
て
い
る
。（
な

お
、
こ
の
点
数
は
修
復
中
の
巻
子
装
の
古
文

書
を
除
く
）
。

　

年
代
は
地
方
文
書
・
近
代
文
書
に
該
当
す

る
資
料
は
、
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
の
五

人
組
帳
か
ら
、
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年

の
翼
賛
壮
年
団
の
記
録
に
い
た
る
（
年
未
詳

文
書
を
除
く
）
。

　

ま
た
経
典
・
版
本
類
は
よ
り
古
い
年
代
の

も
の
が
散
見
す
る
も
の
の
吉
田
家
へ
い
つ
到

来
し
た
の
か
は
未
詳
で
あ
り
文
書
群
の
構
成

年
代
を
語
る
に
は
妥
当
性
を
欠
く
。

第 622 号（2）令和元年 12月

を
背
景
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
文

政
七
（
一
八
二
四
）
年
の
子
月
初
子
の
日
、

す
な
わ
ち
十
一
月
一
日
（
庚
子
の
日
）
の
子

の
時
（
午
前
零
時
）
に
、
「
初
子
日
」
の
一

環
と
し
て
大
黒
天
を
祀
る
こ
と
を
目
的
に
制

作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

本
作
を
描
い
た
文
政
七
年
の
頃
、
抱
一
は

既
に
下
谷
根
岸
に
居
を
移
し
て
庵
居
「
雨
華

庵
（
う
げ
あ
ん
）
」
を
結
ん
で
お
り
、
亀
田
鵬
斎
、

谷
文
晁
ら
江
戸
下
谷
近
辺
の
文
人
た
ち
と
共

に
、
季
節
ご
と
に
行
わ
れ
る
江
戸
市
井
の
文

化
風
俗
を
楽
し
ん
で
、
そ
れ
を
画
と
俳
諧
に

描
き
と
っ
て
い
ま
し
た
。
抱
一
の
没
後
に
、

そ
の
遺
墨
を
縮
写
し
て
版
行
さ
れ
た
『
抱
一

上
人
真
蹟
鏡
』
（
慶
応
元
年
刊
）
に
は
、
本

作
と
揃
い
で
あ
る
か
は
不
詳
な
が
ら
、
同
様

に
中
央
に
「
摩
迦
大
黒
天
神
」
の
大
書
と
「
文

政
七
甲
申
年
子
ノ
月
子
ノ
日
子
ノ
刻
画
之
抱

一
暉
真
」
の
署
名
を
持
ち
つ
つ
、
「
摩
迦
大

黒
天
神
」
の
書
の
下
に
三
俵
の
図
が
描
か
れ

た
作
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
抱
一
が
同
時
期

の
「
初
子
日
」
の
中
で
作
画
を
行
っ
て
い
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
の
よ
う
に
、
本
作
は
抱
一
の
具
体
的
な

制
作
の
年
月
日
時
と
共
に
、
江
戸
の
年
中
行

事
に
も
と
づ
く
背
景
を
示
す
と
い
う
上
で
、

貴
重
な
一
作
と
な
り
ま
す
。
「
子
年
」
を
迎

え
る
来
年
に
向
け
て
、
本
年
末
か
ら
の
ミ
ニ

展
示
で
「
ね
ず
み
」
に
ち
な
む
作
品
と
し
て

初
め
て
お
目
に
か
け
る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館　

学
芸
員
）

四
代
歌
川
広
重
と
も
号
し
た
菊
池
貴
一
郎（
一

八
四
八
〜
一
九
二
五
）
が
江
戸
の
季
節
ご
と

の
行
事
・
風
俗
を
記
録
し
た
『
江
戸
府
内
絵

本
風
俗
往
来
』（
明
治
三
八
年
刊
）
で
も

　
　

〇
初
子
日

　
　

當
月
は
子
の
月
な
る
を
以
て
初
子
の
日

　
　

の
子
刻
に
大
黒
天
を
ま
つ
る
時
は
來
年

　
　

の
福
を
得
る
と
か
や
其
供
物
は
平
生
の

　
　

甲
子
祭
り
の
如
く
只
赤
小
豆
飯
を
た
き

　
　

て
供
せ
り
當
日
は
甲
子
と
同
じ
く
種
油

　
　

の
燈
火
に
用
ゆ
る
燈
心
を
商
ふ
人
市
中

　
　

に
多
く
ま
た
大
國
天
の
安
置
し
あ
る
寺

　
　

院
は
何
も
参
詣
群
集
せ
り
此
門
前
に
て

　
　

も
燈
心
を
商
ひ
た
り
小
石
川
傳
通
院
上

　
　

野
東
叡
山
神
田
社
本
所
亀
澤
町
芝
増
上

　
　

寺
山
内
麻
布
一
本
松
等
の
大
黒
天
は
晝

　
　

夜
引
も
き
ら
ず
大
黒
天
の
祭
り
あ
る
所

　
　

此
他
猶
多
し

と
、
そ
の
賑
わ
い
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
「
文
政
七
甲
申
年
子
ノ
月
子

ノ
日
子
ノ
刻
画
之
」
と
、
時
刻
に
ま
で
「
子
」

を
こ
だ
わ
っ
て
大
黒
天
神
の
尊
号
と
鼠
の
図

を
描
い
た
本
作
も
ま
た
、
こ
の
初
子
日
の
祭

　

図２　右 池田孤邨による箱書
　　　左 《大黒天神鼠図》落款

綾
瀬
・
吉
田
家
文
書
の
紹
介 

①

　

豊
富
な
地
方
文
書
群

　
　
　
　
　
　
　   

多
田  

文
夫
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こ
れ
は
先
だ
っ
て
御
帳
面
書
き
上
げ
申
し
そ

う
ろ
う
馬
、
江
戸
小
伝
馬
町
仁
兵
衛
方
へ
、

渕
江
領
千
住
町
四
丁
目
、
市
左
衛
門
、
口
入

に
て
当
巳
七
月
十
二
日
売
渡
し
証
文
、
取
り

置
き
申
し
、
名
主
・
五
人
組
立
ち
合
い
吟
味

つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
間
、
御
帳
面
、
御
消

あ
そ
ば
さ
れ
く
だ
さ
る
べ
く
そ
う
ろ
う

　
　

巳
七
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　

馬
主　

佐
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　

名
主　

利

兵

衛
（
印
）

　
　
　
　

つ
づ
く　

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

■
日
誌
【
四
】
（
明
治
四
十
三
年
水
害
）

　

八
月
七
日
夜
の
驟
雨
・
雷
鳴
か
ら
書
き
始

め
ら
れ
た
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
の

水
害
「
日
誌
」
で
す
が
、
一
週
間
を
経
過
し

た
十
三
日
も
郡
役
所
・
各
町
村
で
水
害
へ
の

対
応
が
続
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
記
録
が
続

き
ま
す
。

　

前
日
（
十
二
日
）
に
約
六
十
セ
ン
チ
の
床

上
浸
水
に
な
っ
た
南
足
立
郡
病
院
へ
、
朝
六

時
三
十
分
に
職
員
が
状
況
視
察
に
出
張
し
ま

し
た
。
同
時
刻
、
舟
の
借
り
入
れ
を
千
住
警

察
署
に
交
渉
し
ま
し
た
が
、
余
分
の
舟
は
な

い
の
で
応
じ
ら
れ
な
い
と
断
ら
れ
ま
し
た
。

　

【
資
料
紹
介
】　

紹
介
に
あ
た
っ
て
は
紙
面
に

　  

合
わ
せ
て
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
一
部
を
書

　  

き
下
し
て
い
る
。

■
表
紙
部

（
表
紙
）

「 

元
禄
弐
歳
乙
巳
十
二
月

　

武
陽
足
立
郡
淵
江
領
伊
藤
谷
新
田
馬
帳

　

御
奉
行　
　
　
　
　
　
　

  

名
主

　

川
野
甚
兵
衛
殿　
　
　
　
　

  

利
兵
衛  

」

■
記
事
１　

山
形
の
馬
の
買
入
れ
記
事

（
八
丁
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
才

一
、
白
栗
毛
馬
壱
疋　

年
九
才

　
　
　
　
　
　
　

[

虫
損]

こ
れ
は
当
巳
正
月
十
一
日
、
奥
州
山
形
領
次

兵
衛
と
申
す
者
の
馬
、
渕
江
領
千
住
四
町
目

市
左
衛
門
、
口
入
に
て
買
求
め
、
証
文
、
取

置
申
し
そ
う
ろ
う
、
名
主
、
五
人
組
立
ち
合
い
、

吟
味
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
間
、
御
帳
面
、

御
付
け
下
さ
る
べ
く
そ
う
ろ
う
、
以
上
、

　
　
　

巳
正
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　

馬
主　

孫
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　

組
頭　

三
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　

名
主　

利

兵

衛
（
印
）

■
記
事
２　

小
伝
馬
町
へ
馬
を
売
る
記
事

（
十
六
丁
表
）…

略…

一
、
白
あ
し
毛
馬
壱
疋　
　

年
六
才
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村
別
に
見
る
と
、
吉
田
家
が
あ
る
伊
藤
谷

村
、
弥
五
郎
新
田
、
普
賢
寺
村
が
あ
り
現
在

の
綾
瀬
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
足
立
区
域
の
古
文
書
記
録
で

少
な
か
っ
た
綾
瀬
地
域
の
歴
史
を
物
語
る
と

と
も
に
、
近
世
前
期
の
資
料
も
確
認
で
き
る

こ
と
か
ら
、
今
回
か
ら
同
文
書
群
か
ら
興
味

深
い
資
料
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、
参
考
に
供

し
て
い
き
た
い
。

　

資
料
１　

元
禄
の
馬
帳

　

伊
藤
谷
新
田
（
現
綾
瀬
一
丁
目
ほ
か
）
で

馬
の
売
買
や
死
亡
に
よ
る
登
録
管
理
を
行
っ

て
い
た
こ
と
を
示
す
帳
簿
が
あ
る
。
元
禄
二

（
一
六
八
九
）
年
の
表
紙
（
右
写
真
）
が
あ

り
「
馬
帳
」
と
い
う
表
題
で
あ
る
。
状
態
は

劣
化
と
虫
損
が
多
く
、
料
紙
の
展
開
が
で
き

な
い
部
分
も
あ
る
が
、
利
用
可
能
な
部
分
か

ら
筆
耕
し
紹
介
す
る
。

■
記
事
内
容　

元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
に

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
武
蔵
国
各
地
で
知

ら
れ
る
「
馬
の
毛
付
帳
」
「
馬
帳
」
の
一
つ

　

四
丁
目
の
市
左
衛
門
の
紹
介
（
口
入
）
で
伊

藤
谷
新
田
の
孫
左
衛
門
が
購
入
し
て
い
る
。

他
に
も
「
奥
州
福
嶋
」
の
例
な
ど
奥
州
・
日

光
道
中
の
宿
場
だ
っ
た
千
住
で
買
い
求
め
る

と
い
う
、宿
場
近
在
ら
し
い
記
事
が
見
出
せ
る
。

　

記
事
２
は
、
江
戸
の
小
伝
馬
町
へ
、
佐
右

衛
門
が
白
あ
し
毛
の
六
歳
馬
を
売
っ
た
記
事

で
あ
る
。
近
隣
の
み
な
ら
ず
江
戸
へ
馬
を
出

し
た
記
事
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
「
瀬
田
谷

領
」
（
世
田
谷
領
）
、
「
野
毛
領
」
な
ど
現
在

の
世
田
谷
区
辺
り
と
思
し
い
地
名
も
あ
り
、

江
戸
と
近
郊
も
、
馬
の
流
通
圏
と
な
っ
て
い

た
と
思
し
い
。

　

さ
て
記
事
内
容
は
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ

る
。
一
つ
が
購
入
に
よ
る
登
録
、
二
つ
目
が

売
却
に
よ
る
抹
消
、
三
つ
目
が
死
亡
に
よ
る

抹
消
で
あ
る
。
出
生
に
と
も
な
う
登
録
記
事

が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
伊
藤
谷
村
で
は
、

他
地
域
産
の
馬
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
牧
場
が
あ
っ
て
育
て
て
い
た
の

で
は
な
く
、
買
い
求
め
て
利
用
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

で
あ
る
。
馬
の
台
帳
へ
の
登
載
と

抹
消
を
行
う
連
絡
文
を
ま
と
め
た

作
業
帳
簿
で
あ
る
。

　

登
録
と
抹
消
に
ま
つ
わ
る
地
域

は
、
千
住
や
弥
五
郎
新
田
、
五
兵

衛
新
田
、
柳
原
村
、
葛
西
領
の
金

町
な
ど
、
近
隣
で
行
わ
れ
て
い
る

場
合
が
多
い
が
、
産
地
が
遠
方
に

あ
る
場
合
も
見
え
る
。

　

記
事
１
の
「
白
栗
毛
馬
」
は
山

形
領
（
奥
州
と
誤
）
の
馬
で
千
住

　

行
政
文
書
に
見
る

　
足
立
区
の
水
害
記
録
（
十
）

　
　
　
　
　
　
　  

山
崎
尚
之



足 立 史 談

　
千
住
町
で
は
、
千
住
警
察
署
裏
の
空
地

で
白
米
百
俵
を
用
意
し
て
午
前
七
時
か
ら

焚
出
し
の
準
備
を
し
て
、
梅
干
五
十
樽
を

購
入
す
る
見
込
み
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
南
足
立
郡
役
所
は
東
京
府
に
次
の
よ
う

な
交
渉
（
要
求
）
を
電
話
で
し
ま
し
た
。

　
一
、
水
を
約
一
万
リ
ッ
ト
ル

　
一
、
米
一
日
二
百
二
十
五
俵
を
三
日
分

　
一
、
副
食
と
し
て
梅
干
百
樽

　
一
、
竹
の
皮
三
千
把

　
こ
れ
は
、
千
住
町
の
見
積
と
の
こ
と
で

す
が
、
ほ
か
の
村
に
対
し
て
も
応
分
の
分

配
を
す
る
見
込
み
と
の
こ
と
で
、
不
足
し

た
場
合
は
さ
ら
に
東
京
府
に
請
求
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
要
求
か
ら
す
る
と
、

焚
出
し
で
住
民
に
配
ら
れ
る
の
は
、
梅
干

入
り
の
お
む
す
び
の
よ
う
で
す
。

　
午
前
九
時
現
在
の
避
難
者
の
人
数
は
、

大
人
の
男
性
が
九
人
、
女
性
が
十
二
人
、

男
の
子
が
二
十
六
人
、
女
の
子
が
十
二
人

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
午
前
九
時
に
、
綾
瀬
村
・
東
渕
江
村
・

花
畑
村
に
状
況
視
察
の
た
め
南
足
立
郡
役

所
か
ら
職
員
が
出
発
し
た
の
で
す
が
、
綾

瀬
村
の
伊
藤
谷
地
先
（
現
在
の
綾
瀬
一
丁

目
あ
た
り
）
で
綾
瀬
川
東
側
（
左
岸
）
が

決
潰
し
て
い
て
徒
渉
で
き
な
い
た
め
、
十

時
十
分
に
舟
で
出
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
時
刻
に
職
員
が
状
況
視
察
の
た
め
に
梅

島
村
・
渕
江
村
・
西
新
井
村
・
舎
人
村
・

伊
興
村
へ
出
張
し
ま
し
た
。

　
十
時
十
五
分
に
千
住
町
の
避
難
所
と
焚

出
し
状
況
視
察
の
た
め
、
郡
役
所
か
ら
職

　

員
が
出
張
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
東
北

風
と
と
も
に
雨
が
降
り
始
め
ま
し
た
。

　
十
一
時
三
十
分
に
（
陸
軍
）
東
部
連
隊

区
司
令
部
か
ら
電
話
が
あ
り
、
昨
日
の
全

郡
浸
水
の
た
め
十
日
間
ほ
ど
兵
事
事
務
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
当
役
所
よ

り
の
報
告
は
、
致
し
方
な
い
と
司
令
部
副

官
が
述
べ
た
と
電
話
で
通
知
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
時
二
十
五
分
に
、
千
住
警
察
署
員
が

避
難
人
員
調
査
の
た
め
に
来
庁
し
ま
し
た
。

■
綾
瀬
村
の
被
害
報
告

　
午
後
一
時
三
十
分
に
綾
瀬
村
よ
り
次
の

よ
う
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

一
、
伊
藤
谷
橋
（
綾
瀬
一
丁
目
と
西
綾
瀬

　
　
一
丁
目
を
結
ぶ
橋
）
際
吉
田
四
郎
平

　
　
宅
近
く
の
綾
瀬
川
東
側
（
左
岸
）
が

　
　
約
九
メ
ー
ト
ル
決
潰

一
、
伊
藤
谷
福
島
伝
右
衛
門
地
先
で
約
十

　
　
メ
ー
ト
ル
〜
十
二
メ
ー
ト
ル
決
潰

一
、
五
兵
衛
新
田
（
現
在
の
綾
瀬
四
・
六
・

　
　
七
丁
目
、
西
綾
瀬
三
・
四
丁
目
、
青

　
　
井
三
丁
目
あ
た
り
）
で
七
ヶ
所
が
決

　
　
潰

一
、
焚
出
し
を
四
百
戸
・
二
千
四
百
人
に

　
　
実
施

一
、
伊
藤
谷
・
五
兵
衛
の
地
先
二
ヶ
所
で

　
　
綾
瀬
川
を
横
切
り
西
か
ら
東
へ
流
水

一
、
床
上
浸
水
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
・

　
　
五
メ
ー
ト
ル
で
昨
日
よ
り
約
二
十
セ

　
　
ン
チ
か
ら
二
十
五
セ
ン
チ
減
少
し
た

一
、
明
日
十
四
日
の
昼
食
ま
で
の
白
米
が

　
　
あ
る
の
み
（
副
食
は
な
し
）

　
綾
瀬
川
の
決
潰
に
よ
る
洪
水
は
千
住
方

　

面
に
流
れ
て
し
ま
い
、
『
都
新
聞
』
八
月
十

三
日
条
に
よ
る
と
、
「
北
千
住
は
一
体
の
大

海
原
の
事
と
て
二
階
や
屋
根
に
避
難
し
て

漸
く
救
助
船
の
来
る
を
待
ち
を
る
様
は
実

に
惨
状
を
極
め
居
れ
り
」
と
、
綾
瀬
村
の

状
況
よ
り
も
郡
の
中
心
街
で
あ
る
千
住
の

被
害
の
方
を
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
『
東

京
日
々
新
聞
』
八
月
十
四
日
条
の
記
事
に

よ
る
と
、
新
開
橋
は
十
三
日
午
前
十
時
頃

に
上
流
よ
り
流
れ
て
き
た
茅
葺
き
家
屋
が

橋
杭
に
衝
突
し
て
流
失
し
て
し
ま
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
千
住
大
橋
も
水
没
し
て
し

ま
い
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
減
水
し
て
水

面
か
ら
現
れ
、
流
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
と
き
に
は
多
く
の
人
々
が
歓
喜

し
た
よ
う
で
す
。

■
決
死
の
救
援
米
輸
送

　
午
後
一
時
十
五
分
に
東
京
府
か
ら
十
俵

の
白
米
が
到
着
し
、
千
住
町
が
受
取
り
ま

し
た
。
こ
の
出
来
事
に
対
応
す
る
記
事
が

『
読
売
新
聞
』
の
八
月
十
四
日
条
に
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
白
米
の
運
搬

は
千
住
汽
船
会
社
の
小
汽
船
で
行
わ
れ
、

「
激
流
を
遡
ら
し
め
辛
う
じ
て
北
千
住
に

達
」
し
た
と
い
う
危
う
い
状
況
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
た
め
再
度
の
航
行
は
困
難

で
、
上
野
か
ら
ト
ロ
ッ
コ
で
の
パ
ン
の
輸

送
に
変
更
す
る
だ
ろ
う
と
書
か
れ
て
い
ま

す
（
上
野
か
ら
北
千
住
ま
で
常
磐
線
の
線

路
を
使
用
し
て
輸
送
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
）
。
ま
た
、
同
じ
日
付
の
『
東
京
日
々
新
聞
』

に
は
、
船
会
社
数
社
に
千
住
へ
の
食
料
運

搬
を
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
航
行
の
危
険
を
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理
由
に
断
ら
れ
て
、
よ
う
や
く
千
住
汽
船

会
社
が
引
き
受
け
試
験
的
に
航
行
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

■
梅
島
村
の
被
害
報
告
（
溺
死
者
の
発
生
）

　
綾
瀬
村
に
続
い
て
、
一
時
三
十
分
に
梅

島
村
の
職
員
か
ら
次
の
報
告
（
と
請
求
）

が
あ
り
ま
し
た
。

一
、
白
米
が
不
足
な
の
で
四
十
俵
を
請
求

　
　
（
本
日
分
が
あ
る
の
み
）

一
、
梅
干
二
十
樽
請
求
（
現
在
、
副
食
は

　
　
何
も
な
し
。
塩
の
み
）

一
、
竹
の
皮
三
百
把

一
、
全
村
床
上
浸
水
。
五
百
戸
、
三
千
五

　
　
百
人

一
、
十
三
日
朝
食
よ
り
焚
出
し
開
始
（
三

　
　
日
間
）

一
、
大
字
梅
田
の
雇
人
が
行
方
不
明
。
溺

　
　
死
し
た
と
思
わ
れ
る
（
筏
が
乗
り
捨

　
　
て
ら
れ
て
い
た
）

　
綾
瀬
村
と
い
い
、
梅
島
村
と
い
い
、
村

内
浸
水
後
の
対
応
は
た
い
へ
ん
な
よ
う
で

す
。
特
に
焚
出
し
用
の
食
料
不
足
の
厳
し

さ
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
初
め
て
死
者

が
発
生
し
た
ら
し
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
日
誌
」
の
中
で
は
四
十
年
と
四
十
三

年
の
水
害
を
通
し
て
た
だ
一
人
で
す
。
具

体
的
な
被
害
の
総
量
は
、
天
候
が
回
復
し

時
間
が
経
過
し
な
い
と
な
か
な
か
把
握
で

き
な
い
よ
う
で
す
。

※

　
十
三
日
の
記
録
は
次
号
に
続
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　  
（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）
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